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１．まちの現状の確認 

① 人 口 

【人口（平成 22年国勢調査より）】  



  

② 来街者 

■富士駅の利用状況 

【富士市内の主要駅の乗車人数の推移】 

■富士本町通りの通行者数 

  



  

【富士本町通りの通行者数の推移】 

■地区内の様子 



  

③ 建 物 

【構造別の建物の分布状況】 

【建築年別の建物の分布状況】 



  

④ 建物用途 

【用途別建物の分布状況（平成 22年度都市計画基礎調査より）】 



  

【地区内の建物の利用状況（住宅地図や現地調査をもとに）】 



  

⑤ 富士山 



  

２．権利者の意向 



  

３．まちづくりの目標 

 【目標①】富士市のランドマークとなる拠点づくり         

 【目標②】個性のある商業地の形成によるにぎわいづくり      

 【目標③】質の高いまちなか居住を推進する住環境づくり      

 【目標④】富士山の眺望を活かしたまちづくり           

  



  

４．まちづくりの基本的な方向 

① 各エリアにおけるまちづくりの基本的な方向 

エリア 方向性 整備イメージ

駅前拠点整備 
エリア 

商店街継承 
エリア 

まちなか居住と
個性的な街並み
形成エリア 

駅前機能整備 
エリア 

健康拠点 
エリア 



  

② まちづくりの目標との関係性 

エリア 

【目標①】 
 

富士市のラン
ドマークとな
る拠点づくり 

【目標②】 
 

個性のある商
業地の形成に
よるにぎわい
づくり

【目標③】 
 

質の高いまち
なか居住を推
進する住環境
づくり

【目標④】 
 

富士山の眺望
を活かしたま
ちづくり 

駅前拠点整備 
エリア 

商店街継承 
エリア 

まちなか居住と
個性的な街並み
形成エリア 

駅前機能整備 
エリア 

健康拠点 
エリア 



     

■まちづくりの基本的な 向

駅前拠点整備エリア

健康拠点エリア

商店街継承
エリア

駅前機能整備
エリア

まちなか居住と
個性的な街並み
形成エリア



５．まちづくりの 法

エリア 整備 法のイメージ 整備 法の例

商店街継承
エリア

駅前機能整備
エリア

健康拠点
エリア

地区全体

まちなか居住と
個性的な街並み
エリア

駅前拠点整備
エリア



建物

広場など

建物

広場など

建物

駅前広場

 側
街なかエリア

健康エリア

駅前拠点

富 駅

６．富 駅きたぐち再整備検討会の今後の検討に向けて

① 地区全体の検討

■駅前街区の検討イメージ

② 駅前街区・ 側街区の検討

活動主体 活動内容

活動主体 活動内容



再開発 側
街なかエリア

商店街

居住機能

拠点的機能

駅前広場

各通りでの
景観の統 

各通りでの
景観の統 

共同化
共同化

共同化 共同化

共同化

リノベー
ション

リニュ
ーアル

個別
建替え

公共的空間の創出

公共的空間の創出

アーケード
の検討

共同化

共同化

共同化

道路移設による
公共的空間の創出

 側の道路空間の拡幅
に合わせた歩道空間等
の充実化

道路移設による
道路空間の拡幅

道路移設による
道路空間の拡幅

アーケード
の検討

共同化

共同化
共同化

共同化

共同化 個別
建替え

公共的空間の創出

建替え等による
道路空間の拡幅 東  向道路の

景観の統 

リニュ
ーアル

リノベー
ション

例① 機能誘導的なまちづくりのイメージ

例② 複数街区での協調的なまちづくりのイメージ 例④ 東  向の動線づくりのイメージ

例③ 街区再編的なまちづくりのイメージ
■ 側街区の検討イメージ

【例①】機能誘導的なまちづくりのイメージ

【例②】複数街区での協調的なまちづくりのイメージ

【例③】街区再編的なまちづくりのイメージ

【例④】東  向の動線づくりのイメージ


